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＜連絡事項＞

心電図検査があります。13名を予定しています。

日時：12/20（木）14：30～

予定者：Ａ：下村英三郎様，田端テル様

　　　　Ｂ：市川真紀子様，石切久様，大橋照子様，木村義重様，

　　　　　　駒木洋士様，清水進様，平勝利様，出河攻様，中村マス様，

　　　　　　山田典子様，若松澄子様

12/13(木)　13:30～南病棟が退院療養検討会議を行うとの事で、Ａユニットミーティング

室を使用する事となっています。

現在、正月外泊の促しや餅つき大会で200円引き落としする事家族連絡行っていますが、ク

リスマス会でも400円通帳から引き落としする事になります。担当スタッフは各自、12/25

まで家族連絡お願いします。

医療機能評価の為、ヒューマカートのキットは医療廃棄物に捨てずに、本人の缶の箱に入

れて下さい。

＜患者様連絡事項＞

　戸賀沢　潔様　本人希望しナパゲルン軟膏継続処方となっています。右肩の痛みの観察行っていきましょう。

　畑中　成夫様　12/14(金)主治医と外出予定となっています。外出届けは主治医へ提出しています。本人よりタクシー代、他含め6千円準備希望あり、医事には連絡済みです。

　　　　　　　　家族連絡は長女不在の為、次女へ連絡しています。

　栄田　豊様　　12/15(土)13:00～12/16(日)17:00まで

お母様より外泊希望あります。許可が出ない時のみ電話連絡お願いします。

　神代　達也様　市川様に対し、お菓子をあげている事や夜間暗闇での交流見られています。過度な接触は現在はありませんが、発展しないように、所在の確認をし、過度な接触が有る時は介入していきましょう。

　＜安ヶ平Ｄｒ診察状況＞

　下村　英三郎様　腰痛を訴えレストラン移動を拒否し、不食する事あります。外出や喫

煙室には移動出来ている為、レストラン移動促していきましょう。

　石切　久様　　　今週の定期薬からべゲタミン(睡眠薬)が増薬となり、睡眠は5時間取れていると本人より話しあります。引き続き睡眠状況の観察行っていきましょう。

　松橋　清子様　　本人希望しエンシュア・リキッド(経腸栄養剤)一週間分処方となっています。食事状況の観察行っていきましょう。

　八森　正様　　　夜間の睡眠が取れない事や奇異行動見られる事からフルニトラゼパム(精神神経用剤)が本日の就床前薬から臨時処方となり、以後定期となります。増薬した事により、失禁が続く事ありますので日中の水分摂取量の観察行っていきましょう。

＜措置患者様ＮＣＰ評価・検討＞

　出川　攻様　　　現在、精神症状は落ち着いていますが、自己中心的な言動や行動が見られる為、引き続き衝動行為がないよう、要注目していきましょう。体重増加傾向(現在は98kg)で高脂血症と検査で診断されています。本人は危機感がなく「まだ増えても大丈夫」と話されています。

　　　　　　　　　体重を減少出来るよう、間食を控える事、運動を促す事等ケアプランに入れて様子観察していきましょう。

＜入院患者様情報＞

長野　房子様　（52）統合失調症　任意入院

主治医：田名部Dr　

血圧：３検(高値の為)

入院期間：二週間から一ヶ月の予定

〈経過）

昭和52年5月発症。つくしが丘病院2回、自衛隊三沢病院に2回入院

平成15年6月から赤十字病院に通院。

本年11月中旬より、幻聴や妄想は服薬にて落ち着いているが、不定愁訴がや心身の疲労を訴えることが多くなり入院希望で同院受診するも満床にて、12月12日当院に紹介され任意入院となる。

本人は統合失調症が解らないので、主治医は神経疲労と伝えています。

本日入院した事を息子様へ伝えています。息子様の携帯電話が公衆電話を拒否している為、186を押してから電話して欲しいと話しありました。本人は忘れている事があるので、電話する際は声掛けしていきましょう。

休養目的の入院の為、今後病棟では、静かな環境を提供し、休養して頂けるよう援助していきましょう。

担当スタッフは後日中村SGMが決める事となります。

